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文責：校長 酒井 健

◇春・・・お別れの時・・・ありがとうございました
３月２３日は、修了式・卒業証書授与式が行われました。体育館が、凛とした空気に包ま

れ、在校生、卒業生ともに、しっかりとした態度で式に臨むことができました。真剣な眼差し、
背中をぴんと伸ばした姿勢、大きな声での呼びかけ、感動の式歌・・・本当にすばらしい子ども
たちでした。大槻小学校の子どもたちは本当に立派です。
在校生、卒業生・・・全ての子どもたちが、「夢」と「希望」と「期待」を胸に、新年度を

スタートできることを心から願っております。

さて、令和３年度末教職員人事異動により、本校では７名の先生方が大槻小学校からご退職・
ご転出となり、本日、子どもたちとお別れの式「離任式」が行われました。すでに、２５日
の新聞にも掲載され、保護者の皆様方もご周知のことと思いますが、ここであらためて、
ご退職・ご転出される職員をご紹介いたします。

【ご退職】
○ 教 諭 星 いづみ
○ 教 諭 中澤 桂子 郡山市立大槻小学校で継続勤務
【ご転出】
○ 教 頭 遠藤 洋一 郡山市立明健小学校へ
〇 教 諭 坂内 悦 郡山市立薫小学校へ
〇 教 諭 坂内 智之 郡山市立西田学園義務教育学校へ
〇 教 諭 國井美代子 郡山市立桑野小学校へ
〇 講 師 鈴木 朗子 郡山市立小山田小学校へ

子どもたちのために、大槻小学校のために、ご尽力いただいた皆さんです。本日の離任式
では、児童代表として、５年生の小山愛莞さんが「お別れの言葉」を心を込めて伝えることができ
ました。コロナ感染防止のためにテレビ放送による式ではありましたが、子どもたちも、先生方も、
これまでのたくさんの思い出が心に蘇り、涙があふれる式となりました。
まさに、前号でも記載しました。「さようなら」ではなく、「また会いましょう」です。

校長のひとりごと
「校長のひとりごと」も、今年度最後の「ひとりごと」となってしまいました。

歳月は 夢の間に過ぎ
今もなお 心に残る 人の温もり

この季節になると、いつも頭に浮かぶ言葉です。その時、その時は、当たり前のように過ごし
ていますが、お別れとなると、ふと、その人の心の温かさが思い出されるものなんですね。




